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献　呈　の　辞

　伊藤光雄先生は、1988年に本学講師として着任されてから31年間にわ

たり、金融論担当教員として研究と教育に精励されてきました。この

間、金融論の理論研究とともに、日米の金融業界についての実証研究に

従事され、数多くの著書・学術論文を発表されました。

　また学内では、法文学部副学部長、法経学科長など多くの委員会委員

を歴任され、大学および学部の管理運営に尽力されました。

　このたび定年により本学を退職されるにあたり、『経済科学論集』はこ

こに記念号を編集して先生に謹呈し、多年のご功績を対する感謝の意を

表するとともに、先生のご健勝と一層のご活躍を祈るものです。

　2019年３月

島根大学法文学部長　田　中　則　雄



伊藤光雄教授略歴

1953年12月28日　岩手県出身

学　歴

　1972年３月　岩手県立盛岡第一高等学校卒業

　1972年４月　東北大学経済学部入学

　1977年３月　同　　　　　　　卒業

　1977年４月　東北大学大学院経済学研究科博士課程前期課程入学

　1979年３月　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修了

　1979年４月　東北大学大学院経済学研究科博士課程後期課程入学

　1982年３月　同　　　　　　　　　　　　　　　　単位取得退学

　1984年４月　東北大学大学院経済学研究科研究生

　1988年３月　同　　　　　　　　　　　　　退学

職　歴

　1982年４月　東北大学経済学部助手（～1984年３月）

　1988年４月　島根大学法文学部講師

　1990年４月　島根大学法文学部助教授

　2003年８月　島根大学法文学部教授

　2019年３月　島根大学法文学部定年退職

著書（分担執筆）
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